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張愛玲『秩歌』の背景
雑誌『今日世界』を中心に
鎌 田 純 子
はじめに
張愛玲 (1920...,195年）は1952年に上海から香港に出国し， 54年に『秩
歌』と『赤地之恋』を執筆した。張愛玲は40年代から50年代初期には上海
や香港など都会を舞台にした小説を執筆してきたが，『秩歌』と『赤地之
恋』は，農村を舞台にし，土地改革や共産党幹部の内幕という新しい題材
に挑戦した作品である。この二作品は共産党の政策によって運命を翻弄さ
れる主人公が描かれていることなどから，文学史においては「反共小説」
に分類されることもある焉
張愛玲は時代の移り変わりと共に，作品の中に反映される政治理念を変
化させてきた作家である。とりわけ本論で取り上げる『秩歌』は，「反共
小説」か否か，また張愛玲の政治観を考える上でも論争の的となってきた
問題作である。この作品を理解するためには，内容面のみならず，その外
にある事情も検討する必要があると考える。
本論は『秩歌』の投稿雑誌である『今日世界』の性格を分析し，『秩歌』
並びに当時の張愛玲の立場について考察することを目的とする。『今日世
界』は香港のアメリカ新聞処が1952年に創刊した雑誌で，本論では香港大
学所蔵の1952年から57年の『今日世界』を調査の対象とした。
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-. 張愛玲とアメリカ新聞処の関わり
まず張愛玲が『今日世界』に『秩歌』を投稿するまでの経緯を簡単に紹
介したい。張愛玲は40年代の涌陥期の上海で執筆した小説集『伝奇』によ
って一躍有名になった作家だが，涌陥期終息後は作品の中で自身の政治的
理念を反映させなかったことや，元の夫・胡蘭成が漢奸として糾弾された
ことなどが原因で，張愛玲自身にも漢奸の嫌疑がかけられることとなった。
張愛玲はこれに対して弁解の言を発し，自身の潔白を主張したが叫曖昧
な空気が彼女の周りには残った。
当時の中国は毛沢東の文芸講話以来，文学に対する制約が日増しに厳格
となってきた時代であった。そのような流れの中，茅盾は1949年 7月の中
華全国文芸工作者代表大会において「抗戦に恋愛を加えた新式の伝奇は，
作者本人に真理及び人民の厳粛な態度への忠誠心が欠けているので，作品
は自然と俗っぽ<'客観的に見てごまかしているものに過ぎない。」と40
年代の「有害な傾向」にある作品を厳しく非難した況茅盾は具体的な作
家名や作品は挙げてはいないが，当時の状況から考えると， この発言は張
愛玲の『伝奇』を指したものとして受け取ることができる。
文壇で苦しい立場に追い込まれた張愛玲は，中華人民共和国成立後の
1951年に共産党政府を支持する姿勢を示した『十八春』と『小文』を執筆
した4)。張愛玲がこの二作品を執筆した理由は，共産党統治下となった中
国で作家として生き残る決心をしたからだと筆者は考える。しかし，やは
り中国での作家活動に限界を感じたのであろう，彼女は『小文』を執筆直
後の1952年に長年住み慣れた上海から香港に出国した。そして香港のアメ
リカ新聞処で ヘミ、ノグウエイ， ラルフ・ワルド・エマソン，ワシントン
• アービングなどの作品を翻訳する仕事に就いた。
当時アメリカ新聞処で編集・翻訳部の主任を務めていたのは宋洪であっ
た5)。宋洪は夫人の廊文美と共に，香港時代の張愛玲を公私にわたって支
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えたことでよく知られている。宋棋との出会いがあり，張愛玲は香港時代
を経て，アメリカに渡ってからも電懲映画の脚本家として仕事をすること
ができたのである鸞その宋洪は後年，張愛玲は当時，翻訳という仕事に
興味がなかったようだと語っているが，張愛玲は翻訳そのものに興味がな
かったのではなく，アメリカ新聞処から指定された好きでもない作家の小
説に向き合うことに苦痛を感じていたようである”。アメリカ新聞処での
仕事は，香港という新しい土壌で生活を始めた張愛玲にとって経済的に自
立するためのやむを得ない手段であった。
張愛玲が翻訳の仕事をしていた50年代当時のアメリカ新聞処（引用者：
英文名 UnitedStates Information Service, 中文名：美国新聞処。）の処長
はリチャード・マッカーシーという人物であった。マッカーシーは，当時
彼がアメリカ国務院の外務官と領事を兼任していたこと，また当時のアメ
リカ新聞処の主な仕事が「毛沢東思想のアジアでの蔓延を制止すること」，
すなわち「反共」活動の推進であったことを2003年のインタビューで答え
ている 8)。アメリカ新聞処は，アメリカ大使館・領事館直属の政府広報機
関として，アメリカ思想・文化の宣伝及び他国との文化交流を担当してい
た機関であった尻
後述するが， 50年代の香港はアメリカの先導により「反共」運動が盛ん
になった時期であった。この時代の流れを受け，アメリカ新聞処はアメリ
力思想・文化を香港及びアジア諸国に紹介する雑誌として50年に『今日美
国』を創刊し， 52年には『今日世界』と名を改め， 80年代にいたるまで出
版を続けた叫
・ー 『秩歌』—~作品とその評価について
張愛玲はアメリカ新聞処で翻訳の仕事をしながら，最初は英文で『秩歌』
を執筆し1n, それを中国語に書き直して『今日世界』に投稿した。
今まで発表された張愛玲の年譜の多くには，『秩歌』と『赤地之恋』の
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二作品が『今日世界』に連載されたと記載している 12)。しかし筆者が52年
から57年の『今日世界』を調査したところ，連載されていたのは『秩歌』
だけで，『赤地之恋』は連載されていないことがわかった。この点は台湾
の張愛玲研究家，水晶の指摘の通りである 13)0 
『秩歌』は，『今日世界』 1954年 1月 1日第44期から同年 7月 1日第56
期まで13回に分けて連載された。毎回約 3,_, 4ページの紙面が割かれ，應
如系という画家の挿絵が付されている四 『秩歌』の最も古い単行本は，
連載終了と同時に出版された今日世界叢書之九の『秩歌』である 15)。尚，
『今日世界』に連載時の『秩歌』と単行本版には，誤植以外に相違は見ら
れず，章立ても全く同じである呪
ここで『秩歌』のあらすじを紹介しよう。
舞台は土地改革が導人された1950年初頭の上海近郊の農村。模範農民の
諏金根の妻，月香は上海に出稼ぎに出ていたが，土地改革によって農村の
生活も楽になったことを聞き，故郷に戻る。しかし実際には村民は飢餓に
瀕していた。月香たちの住む村には党から幹部の王謀と若い顧岡が派遣さ
れた。王課と顧岡は誠実な共産党員だが，食料不足から農民たちとの間に
目に見えない確執が存在していた。ある日党は出征兵士のため村に食料の
供出を要求した。その要求に反抗した金根と農民たちが，党の事務所に押
しかけ，ついには暴動となる。この騒ぎで金根は大怪我をし，金根と月香
のこどもは群集の下敷きになり死んでしまう。暴動の主導者と見なされた
金根は，党から手配される身となる。月香は重症の金根を山に置き，金根
の妹と叔母に助けを求めるが，党の制裁を恐れた二人から拒絶される。月
香は夫と上海に逃げようとするが，絶望した金根は，月香が離れたすきに
川に身を投げ自殺する。夫が亡くなったことを知った月香は，自分も食糧
倉庫に火をつけ焼死する。次の日，党事務所の広場の前ではいつものよう
に王雰と顧岡の監視の下，秩歌に合わせて農民たちが歌い踊るのであった。
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張愛玲はこの作品の中で主人公の農民のみならず，王森，顧岡など共産
党幹部の過去のエピソードにも触れ，彼らの善なる人間性も丁寧に描写し
ている。その意味でも『秩歌』は所謂「反共八股」と呼ばれる典型的な
「反共小説」ー一極悪非道な共産党員と彼らに苦しめられる人民，という
図式を備えた小説一ーとは種類の異なる小説であると考えられる。『秩歌』
は「正」と「邪」を越え，共産党統治下に置かれた人間が飢餓の中で作り
出す一分の隙も許されない緊迫した人間関係ー一夫婦，親子，兄弟など家
族間や共産党幹部と農民．上司と部下など全ての関係を含む一ーとその中
に映し出される人間の本性と尊厳が核心となっている作品で，究極の状態
に置かれた人間の行動と心理を鋭く観察している。
『秩歌』を最初に評価したのは胡適であった。彼は張愛玲に宛てた手紙
で，『秩歌』は飢餓に瀕した人々の描き方が素晴らしく，感情の描き方が
『海上花列伝』の「平淡で自然に近し」の境地に達し，文学的価値がある
作品だと絶賛した匹
しかし拘霊は，張愛玲が農村で暮らした体験がないことを批判し，「『秩
歌』と『赤地之恋』の致命傷は虚偽にあり，描写されている人，事，情，
環境すべて正しく見えて実はそうではなく，行間からも作者の持ち味であ
った光彩が失われている。」「『秩歌』と『赤地之恋』は率直に言うと駄作
だ。」という酷評を寄せた18)。また張愛玲の伝記執筆者としても知られる
干青も，『秩歌』と『赤地之恋』は，「虚偽と見せかけ以外に，芸術的生命
力に欠け」「思想傾向が著しく偏った反共作品である。」と言い切ってい
る19)。
一方，近年の張愛玲研究者たちは上記の見解に不満を表している。例え
ば台湾の高全之は，祠霊が当時の文壇の圧力に屈し，『秩歌』と『赤地之
恋』を否定した，という見解を示し，「このように無実の罪を着せるやり
方には失望した。」と語っている。また張愛玲が『秩歌』で共産党を完全
に否定していない証拠として，土地を分配された主人公のうれしそうな様
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子が描写されていること，共産党軍を風刺した描写がないことなどを挙げ
ている20)。紙幅の関係で多くは紹介できないが，二作品を「反共小説」と
見なし低い評価を与えたのは主に中国の研究者たちで，「反共小説」では
ないと主張し，文学的価値を認めている側には台湾•香港の研究者が多い
ようである。このように評価が二分している理由は，高全之が言うように，
研究者のそれぞれの政治的立場とも深い関係があると考えられる。しかし
筆者は，作品の内部に執着し過ぎると，政治的思想が関わっているだけに
明確な答えは得られないと考える。
三．「美元文化」と雑誌『今日世界』
ここで『今日世界』が出版された50年代の香港の状況を簡単にみておき
たい叫
50年代の香港は，政治・経済・文化ともに完全にアメリカの統制を受け
た時代であった。 1949年の中華人民共和国成立，その後すぐに勃発した朝
鮮戦争という非常事態を受けたアメリカは，中国に大幅な経済封鎖を行い，
中米両国は敵対関係となった。その情況下，アメリカはアジアでの利権確
保及びアジアにおけるアメリカ民主主義の基地として香港を選択し，香港
に「アジア基金会」を設立，そして所謂「美元文化」（引用者：「美援文化」
と呼ばれることもある。）を推し進めた22)。「美元文化」は広義に解釈する
と，当時香港でアメリカ思想の影響を受けた文化全般を指すが，アメリカ
の資金援助を受けて出版された刊行物そのものを「美元文化」と呼ぶこと
もあるようだ。このことは香港の人々にアメリカ文化，アメリカ思想を浸
透させる媒体となったのが映画よりも本や雑誌であったことを示している。
これらの出版物は「印刷が美しく，価格は安く，ただ同然」であったとい
ぅ23)。では「美元文化」と呼ばれる出版物，特に雑誌にはどのようなもの
があったのだろうか。
-102 
当時，アジア基金会の援助を受けたのはアジア出版有限公司と友聯
出版社であり，『人人文学』，『中国学生周報』，『大学生活』，『祖国周
刊』，『今日世界』．『海瀾』，『児童楽園』，『知識』などの雑誌を刊行し
た。一時期，‘‘美元文化"は香港文壇の勢いを独占した。“美元文化”
の波は50年代初期と中期に南に来た右糞文化人をその旗印の下に集め，
“友聯”体系を組織した。そして彼らの創作や活動は，香港文壇をほ
ぼ牛耳っていた24)0 
上記に挙げられた雑誌のうち，『人人文学』はアメリカ新聞処の寄付を
受けて発刊し，その投稿者の中には張愛玲の後見人の宋渫も名を連ねてい
た25)。また『中国学生周報』，『児童楽園』，『祖国周刊』は全て友聯書報発
行の雑誌である。『秩歌」単行本版の印刷も友聯印刷廠が関わっている。
上記の弁を借りれば張愛玲も「南に来た右翼文化人」の一人で，『秩歌』
も「“友聯”体系」に属する小説と考えられるだろう。
『今日世界』は，アメリカの政府機関であるアメリカ新聞処が直接出版
し，正に「美元文化」の象徴とも言える雑誌であった。前述した通り『今
日世界』の前身は『今日美国』で，アメリカ思想と文化をアジアに紹介す
るために発行された雑誌であった。以下は「湯勉」と名乗る人物が，第一
期『今日世界』に「今日世界発刊の辞」として記した文である叫
かつて世の中の動きは，現在のように混沌としておらず，時代もこ
のように苦悶することはなかった。しかし今日の世界に生活している
人々は恐れを抱く必要はない。（略）人類の共同の理想は永遠に一つ
平和と繁栄の追求，人類の生活を改善するため，努力することだ。
『今日美国』は二年前に創刊し，最初はアメリカの生活方式及びそ
の他の情報を読者に届けるにすぎなかった。その後，時局が瞬間にし
て激変し，世界各地の実清は日々報道され，その分析が行われている。
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『今日美国』，この名称は， もはや適切とは言えなくなってきた。過
去数ヶ月間，読者から雑誌の改名を要望する手紙が寄せられたが， こ
の度読者の意向に従って『今日世界』と改名することにした。
反奴隷反独裁反侵略の大事業において本刊はいかなる人の下に
も，またいかなる人の後ろにも位置することがないよう努力していく
所存である。読者の熱烈な愛護の下，この小さな刊行物が「今日の世
界」を支えるための力となり，未来を改善する幼年の先鋒となること
を希望する。
ここで言う「時局の変化」とは世界大戦終了後，民主主義と共産・社会
主義のイデオロギーの対立が激化し始めた世界情勢を指している。この
「時局の変化」を受け， この雑誌の主旨がアメリカ文化の紹介という平和
的な視点からアジアにおける共産主義への撲滅という大国アメリカが掲げ
る大きな目標に転換したことは，攻撃的な表現を控えた発刊の言からも十
分に伝わってくる。
四．『今日世界』の実清
次に『今日世界』がどのような雑誌であったのか，いくつかの項目に分
け，具体的に見ていくことにする。
四の 1 表紙
まずは表紙から見ていきたい。表紙は雑誌の「顔」であり，雑誌のイメ
ージを代表するものである。『今日世界』の表紙となった写真及び絵は実
にバラエティーに富んでいる。例を挙げてみよう。
＊エリザベス女王 (1952年 3月15日第 1期）（創刊号）
＊香港の鉄工所工員 (53年 5月1日第28期）
＊女優・林黛女士（沙龍撮影。 54年 1月16日第44期）
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＊女優・李麗華女士（国際撮影。 54年 2月 1日第46期）
＊中国絵画（「美人名駒」女性と馬の絵。曾希后作。 (54年 2月15日第47
期）
＊劉埼女士（李景開撮影。 54年3月16日第49期）
＊中国絵画（牡丹双猫図，林中行・郡幼軒合作54年 4月 1日第50期）
＊スポーツ選手（男性）（球王・李恵堂54年 5月 1日第52期）
＊軍人の写真（勇敢なベトナム戦士。 54年 5月16日第53期）
＊香港の街の水彩画（「香港街景」曾景文作。 54年6月16日第55期）
＊ミス香港（「香港小姐」李慧珍， 54年 7月 1日第56期）
＊女優・尤敏（国際撮影。 54年11月16日第65期）
＊李麗華とクラークゲーブル (54年12月16日第67期）
写真の中には無名の一般人もいるが，やはり有名人，特に映画俳優が目
を引く。アメリカ映画の名作「風と共に去りぬ」でレットバトラーを演じ
たクラークゲーブルが，李麗華と表紙を飾っていることは，香港とアメリ
カの堅固なつながりを象徴しているようで興味深い。
表紙になった女優の中で林黛は57年に映画「情場如戦場」，尤敏は63年
に「小児女」に主演しているが，両作品とも張愛玲が脚本を担当し，宋洪
がプロデュースした映画である。彼女ら女優たちと張愛玲は『今日世界』
を通じて映画制作の数年前から既に接点があったことがわかる。また李麗
華は，実現はしなかったが，自ら設立した会社で張愛玲脚本の映画を製作
することを希望し，宋洪の紹介を通じて，当時香港にいた張愛玲と面談し
たという記述がある冗宋洪が中国にいた時代から映画や戯曲の業界と関
わっていた事情を考え合わせると，彼がこれらの女優たちを『今日世界』
の表紙モデルとしてアメリカ新聞処に紹介したことも考えられる。
『今日世界』の表紙は毎回テーマを変え，国内外を含む芸能人や一般人
の写真も多く取り入れていることから，かなりの労力と資金を使ったこと
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が伺える。また印刷されてから50年以上の月日が流れているとは信じ難い
くらい写真も鮮明で美しい。香港大学の保存状態が良好であることに加え，
筆者の感触では紙質も上等だと感じた。総じて『今日世界』の表紙は豪華
であり，この表紙に魅かれて雑誌を購入した読者も少なくなかったと思わ
れる。
四の 2 雑誌の価格
『今日世界』の価格は「香港ドル 2角 (0.2元）」と記されている。この
価格を考えるに，他の雑誌と比較してみたい。対象となるのは同じく 50年
代に台湾で発行された『自由中国』と『祖国周刊』，香港で出版された
『人人文学』である。
香港ドル 台湾ドル 日本円 米ドル マレーシアドル
今日世界 0.2 1 0.11 
自由中国 1 4 100 0.4 
祖国周刊 0.5 2 33 10 
人人文学 1 4 60 0.2 
表からもわかるように，『今日世界』は四種の雑誌の中で最も安い。『祖
国周刊』もアジア基金会の援助を受けてかなり安いが，『今日世界』の二
倍以上の価格である。また『今日世界』の価格表には，香港，台湾，マレ
ーシアドル以外にベトナム， ビルマ，フィリピン，タイ，韓国などの通貨
価格も載せられ，アジアの国々の中国人社会で広く読まれていたことを物
語っている。
表紙を飾る豪華な面々や紙質の良さにかかわらず『今日世界』が安価を
保持できた理由は，アメリカ政府から多くの補助金を受けていたことが考
えられる。また『今日世界』に広告が一切掲載されていないことも，広告
料を取る必要がないくらい資金に余裕があった証拠になるだろう。
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四の 3 「反共」に関する文献—その取り上げ方
『今日世界』には毎号目次の横に， 900字ほどのコラムが掲載されてい
るが，読者が一番目を配る場所なので，一番ホットな話題や雑誌が主張し
たい内容が盛り込まれていると考えられる。例えば1954年 1月16日第45期
の「偉大的同情与友愛」と題するコラムではその年の 1月に起こった香港
白田村の大火災を取り上げ，「今回の火災で被災した住民は，ほとんどが
鉄のカーテンから脱出して来た人たちで，彼らはあたたかい家庭や美しい
田園を放棄し，侵略，奴役，過激勢力に対抗し，自由を獲得するため遠く
離れた異郷できびしい生活をしている。災いは一度だけではなかった。」
と記している。また 2月 1日の農民節にあたり，台湾の豊かな農民と奴隷
に等しい大陸の農民を比較した「従ー天看両個世界」 (46期），毛沢東主宰
のアジア平和会議への批判文「論所謂「亜州和大」」 (13期），中国大陸の
新配給制度の虚偽を指摘した「「豊収」中的飢餓」など，コラムの話題は
常に「反共」に集中している。
また「什麿話！～一字不易照抄中共報紙」というコーナーでは，中国国
内の雑誌や新聞の記事をそのまま転載し，その虚偽を引用者が注釈すると
いう内容で，ほぼ毎号掲載されている。
このように「反共」に関する文献は毎号必ず掲載されているが，雑誌全
体の量から考えるとその分量はそれほど多くはない。 53年 5月1日第28期
を例にとると，表紙を除く 33ページのうち，「反共」をテーマにした文献
は「大陸奴工的惨状」「中国大陸餓死人実況暴露」などだが，その分量は
5ページ程度である。それ以外は映画，中国伝統工芸品の紹介，中国の画
家の紹介，アメリカのバスケットボール選手の記事，ワシントンの郵便事
業の内幕，新型麻酔薬の紹介など，アメリカの情報や娯楽に関する記事な
どで構成されている。全体で約30ページの紙面のうち，「反共」関連の文
献が5ページから多くとも 8ページ，情報・娯楽に関する文が25ページか
ら22ページという分量は，毎号ほぼ同じである。
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これを同時期に発行された「反共」色の強い雑誌，『祖国周刊』や『自由
中国』と比較してみよう。両雑誌に掲載されている「反共」に関する文献
は，「論中共的国体」（祖国・ 53年 2月2日第一巻第五期），「「毛沢東道路」
与亜州動乱」（祖国・ 53年 3月23日第一巻第二期）「我対反共救国会議的看
法」（自由• 53年11月16日）など論説文を中心とする言わばかたい内容の
もので，それらが紙面のほとんどを占めている。映画や小説・詩など，娯
楽や文学に関する内容も皆無ではないが，毎号数ページを占めるに過ぎな
い。この点は『今日世界」の分量比とは正反対である。
最初に紹介した冒頭のコラムにも見られるように，『今日世界』の「反
共」に関する文献は，当時の中国の悲惨な現状をレポートしたものや執筆
者の大陸中国における体験談など，比較的読みやすいものであり，同胞と
して読者の同清を誘うものが多く含まれている。冒頭コラム以外では，例
えば55年 9月16日85期の「難為無米之炊的大陸主婦」では「中国大陸では
食料不足により，都会での一日分の米の配給量が 8両（茶碗4杯分），油
の配給量が 1斤（小さな町や田舎に至ってはもっと少ない）」など具体的
な数字が示され，悲惨な状況を訴えている。また「頻繁な政治学習」では，
「心の中では全員が中共の政策に反対していても，口ではそれを賛美し，
飢えていても腹が一杯だと言わざるを得ない。たとえ強いられたことでも
自分が望んだことと言うしかない。これぞ精神的虐待であり，我慢できる
ことではない！」と語気も荒く書かれている。
このように食料や身近な話題から，同胞の苦難を訴えることは，難解な
論説文を掲載するより「反共」教育として大きな効果が期待できたのだろ
う。またこれらの文献には写真や漫画・挿絵も多く使われ，視覚からも共
産党政治への批判を訴えている。
四の 4 映画関係
多くの芸能関係者を扱った表紙からも想像できるように，『今日世界』
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●一
の映画に関する情報は国内外のものを含めて充実している。
演劇の専門家であった宋浪の影響と考えられる。
これも映画・
「立閥電影」 (28期） ではシネマスコープ， シネラマ， ナチュラルビジ
ョンなど当時のアメリカ映画の最新技術が紹介され， 「パラビジョンにつ
いては『今日世界』では去年すでに読者に紹介した通りである。」
読者に最新の情報を届けていることを自負している。映画はアメリカ文化
の紹介，及びアメリカの国力を示す上でも効果的な手段であったのだろう。
と常に
また国内映画については「古典美人楊明」 (49期），
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「不喜歓倣玉女的尤
敏」 (48期），「善女人周曼華」 (50期）など女優のプロフィールが数回にわ
たって掲載されている。映画の記事は毎号ではないが，定期的に掲載され，
人気が高かったことが示されている。
四の 5 読者
次に『今日世界』の読者にはどのような人たちがいたのか考察したい。
まず読者の数だが，第44期「親愛なる読者に向けて」（向親愛的読者致
敬）によると『今日世界』の読者は約20万人以上で，「雑誌を発行してい
る地域は「自由中国」と東南アジア各地だが，読者の手紙は，遠くはヨー
ロッパ，アメリカ，オーストラリアや太平洋に浮かぶ小島からも届く」と
記されている。中国語の雑誌としてはかなり広い地域で読まれたようであ
る。
ではどんな階層・年齢層の読者が存在したのだろうか。「服務欄」とい
う読者の投稿欄を見ると，年令が記されている投稿者のほとんどは10代後
半から20代の若者である。例えば「失業中の労働者階級」と称する若者は，
「自分は小学校教育しか受けていないが，『今日世界』を読むことで「反
共」精神に目覚めた。」と告白している。また「台湾発行の『半月文藝』
と徐肝の『鬼恋』，『風兼術』と交換してほしい」という掲示板のような内
容もあれば，「大陸の奴隷に等しい生活に耐え切れず，単身台湾に逃亡し
たが経済力がなく，生活は困難を極めている。読者のみなさん，何でもい
いから職を紹介してほしい。」という切実な投書など様々である。また
「学生園地」という学生専門欄の存在や，北京大学に学ぶ学生の悲惨な生
活を紹介した記事などからも，学生の読者が多かったことが伺える。
実際には若い読者だけではなく，やはり幅広い年齢層の読者が存在した
と見るべきであろう。『今日世界』はアメリカ政府の援助を受けて「ただ
同然」の安価で提供されたので，読者は年令や身分，経済状態に関わらず，
手軽にこの雑誌を手にできたと考えられる。しかし「反共」思想の浸透と
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いう点では，思想が柔軟な若い読者を多く抱えていたことは雑誌にとって
は確かに有利であり，その意味からも『今日世界』が果たした役割は大き
かったと言える。
終わりに
以上，『今日世界』について考察してきた。最後に『今日世界』という
雑誌の性格をまとめ，『秩歌』という作品について考えてみたい。
『今日世界』はアメリカ政府の支援を受け，アジアにおける共産主義の
撲滅という目標を掲げて誕生した雑誌である。しかし政治評論を中心にし
た他の「反共」色の強い雑誌に比べ，『今日世界』の「反共」に関する文
献の分量は少なく，その内容も一般の読者にとって読みやすいものであっ
た。また「ただ同然」の値段で美しい印刷の表紙，上質な紙，当時は貴重
であった映画やアメリカの最新情報が手に入るという点でも非常に魅力的
な雑誌であったと思われる。読者は娯楽としてこの雑誌を読みながら，
「反共」の精神を無意識のうちに刻み込まれていたのである。このように
『今日世界』は思想教育という面で巧みに構成された雑誌であり， 20万人
という驚異的な読者数から考えても大きな成功を収めた雑誌と言える。
張愛玲が『今日世界』に『秩歌』を連載することになったのは，宋渫と
の関係が深く関わっていたことが考えられる。宋洪はアメリカ新聞処の翻
訳部主任であると同時に，『今日世界』に『紅楼夢』の研究論文「紅楼夢
新論」を連載する執筆者でもあった28)。宋渫が雑誌を構成する主要人物の
一人であったことはほぼ間違いがないだろう。恩人である宋洪との関係，
生活のためのアメリカ新聞処での翻訳の仕事，また「美元文化」の嵐が吹
き荒れた当時の香港の情勢などを考え合わせると，張愛玲はやはり『今日
世界』の理念に沿う作品を書かざるを得なかったのではないだろうか。
『秩歌』が「反共小説」か否かの論議は今も続いているが，張愛玲が「反
共」を主旨とする雑誌に『秩歌』を連載したことは紛れもない事実であり，
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その意味からも『秩歌』は「反共」とは全く別の次元にある小説と言い切
ることはできない，というのが本論の結論である。
しかし『秩歌』は，「反共八股」と呼ばれる小説のように過激な描写や
言葉から共産党を批判する小説ではない。例えばここで『秩歌』の主人公
の妹•金花の結婚式の一場面を引用してみよう。新婦の金花は，式に出席
していた共産党員の費にふざけられて腕をつかまれ，思わず彼を突き飛ば
し，テーブルの上の湯飲み茶碗を割ってしまう。周囲の客が凍りついたよ
うに静まりかえったその時，金花の叔母が機転を利かせて叫び出す。
すえすえびんあん すえ すえ
「歳歳平安！」（引用者：茶碗が割れた「砕」と「歳」の音をかけ
ている。）叔母は思わず機械的に叫んだ。費同志の顔には，どんな態
度をとるべきか，まだ決めかねているような表情が浮かんでいた。叔
母は彼が怒り出さないうちにまくしたてた。「あれあれえ！ 何て気
の強い花嫁さんだろうねえ？ 費同志はあんたをからかっただけじゃ
ないか！「結婚式がにぎやかになればなるほど金持ちになる」って言
うじゃないかい？ 費同志がお前みたいな子どもじゃなくって本当に
よかったよ！ 同志が本気でご立腹になれば，全くただではすまされ
ないよ！」そして花嫁の姑に言った。「どうぞ怒らないで下さいまし！
この子は両親を早くなくして，何の作法もわからずに育った娘です。
お姑さん！ これからはよろしくお願いしますね！ ここはどうか私
に免じてお許し下さい。ほらほら，寛大な費同志はもうお許し下さっ
ている！」費同志は彼女に言葉をさえぎられ，何も言えなくなってし
まい，ただ弱々しく笑って帽子を直した29)0 
叔母が何とか取りつくろい，結局その場は事なきを得る。しかしこのユ
ーモラスで躍動感にあふれた台詞の裏からは，共産党員の顔色を伺わざる
を得ない庶民の日常と，息もつかせぬ緊張感が伝わってくる。『秩歌』は
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このように身近な視点から読者に共産国家の一員としての苦悩を擬似体験
させるような描写が，随所に見られる小説である。
以上のように政治理念とは別の日常的な話題で読者を引き付け，最後に
思想について考えさせる，という巧妙さが『秩歌』にはみられる。それは
投稿誌である『今日世界』の性格と極めて一致していたのである。
本論では紙幅の関係で『今日世界』に連載されていた『秩歌』以外の小
説や作家の考察，また『赤地之恋」の最初の書評と考えられる桑簡流の文
（第65期『今日世界』掲載）についても言及できなかった。これらは稿を
改め論じるつもりである。
注
1)彰瑞金『台湾新文学運動四十年』 (2005年 3月東方書店），葉石涛『台湾文
学史』 2000年研文出版）などでは『秩歌』と『赤地之恋』は「反共小説」に
分類されている。
2)張愛玲「有幾句話同読者説」（『伝奇』増訂版序言1946年11月）
3)茅盾「在反動派圧迫下闘争和発展的革命文芸」（『中華全国文学芸術工作者
代表大会記念文集』 1950年 3月 新華書店）
4)『十八春』と『小文』については拙稿「50年代初期の張愛玲 『十八春』
を中心にして」（『野草』 72号中国文芸研究会 2003年 8月）を参照されたい。
5)宋洪，（筆名林以亮）は1919年浙江省に生まれた。父親は劇評論家の宋春
紡。燕京大学で西洋文学を学び，大学教員を経て，抗戦前期の上海で進歩話
劇運動を先導した。 1948年に香港に移住，アメリカ新聞処の編集・翻訳の主
任となる。後に電懲の制作部主任，邪氏編集委員会主任となる。 60年代には
張愛玲脚本の映画を数本てがけた。翻訳者としての活動も盛んであった。
（以上宋洪の略歴は『香港文学史』藩亜嗽・注義生編著1997年鷺江出版社，
『台湾澳甑海外華文作家辞典』人民大学出版社1992年，司馬新「張愛玲一生
的摯友・・宋洪夫婦」『明報月刊J1999年4月などを参照とした。）
6)司馬新「張愛玲一生的摯友…宋渫夫婦」（『明報月刊』 1999年 4月号）これ
によると宋洪は，台湾皇冠出版社の平姦涛に張愛玲を紹介し，張愛玲の小説
を原作にした映画の版権を彼女に替わって獲得した。
7)宋洪によると張愛玲は，「自分で自分を追い込み，エマソンの翻訳をして
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いる。たとえ歯医者に関する本でもがまんして翻訳するしか仕方がない。」
「アービングを翻訳していると，まるで大嫌いな人とおしゃべりしているよ
うな気がする。どうしようもなく，逃げるに逃げられない。」と語っていた
という。（宋洪「私語張愛玲」『明報月刊』 1974年 7月）
8)高全之「張愛玲与香港美新処」（『張愛玲学』 2003年一方出版社）リチャー
ドマッカーシーは，宋洪と同様，香港滞在中の張愛玲を知る数少ない人物で
あり，彼の証言は重要な意味をもつと考える。
9)アメリカ新聞処 (USIS)は，日本語では「米国大使館広報・文化交流部」
と言い，現在でもアメリカ大使館・領事館の一機関として活動を行っている。
http://japan.usembassy.gov/t-m血 .html(2006年 9月30日現在有効）
10)『今日世界』は隔週刊誌として， 1952年 3月第1期から1980年10月第596期
まで出版された。
11)『秩歌』の英文版『TheRice Sprout Song』は CharlesScribner's Sonsから
中文版単行本出版の後， 1955年に出版された。『秩歌』は張愛玲が英文で執
筆した初めての長編小説として知られている。
12)水晶は王徳威の「重読張愛玲的『秩歌』与『赤地之恋』」の年譜が間違っ
ていると指摘しているが，筆者の見るところ今まで発表された大部分の年譜
には，『赤地之恋』も『今日世界』に連載されたと記載されている。
13)水晶「『秩歌』的好与壊」（『張愛玲未完』 1996年大地出版社）
14)この挿絵は1954年 7月に今日世界社から出版された単行本版『秩歌』にも
転載されているが，残念ながら應如系という画家の詳細はわからない。前掲
13)『張愛玲未完』で水晶は，「故人の漫画家，張英超が挿絵を担当した。」
と記しているが，張英超と應如系が同じ人物かどうかも不明。
15)『秩歌』の単行本は，今日世界叢書之九『秩歌』 (1954年 7月今日世界社）。
張愛玲の後書きによると，表紙の絵は辞志英の作。
16)『今日世界』での連載終了と単行本版の出版に時間の差はほとんどない。
誤植と見られる箇所は，第七章で王雰の「今年の秋の我が隊の収穫は良好だ。」
という台詞が単行本版では「今日の（原文：今天）秋の……」となっている
部分。明らかに単行本版の誤りと見られる。
17)張愛玲「憶胡適之」（『中国時報・人間副刊』 1976年）本論は張愛玲全集8
『張看』 (1997年皇冠叢書）を参照した。
18)木可霊「遥寄張愛玲」 1984年。本論は『張愛玲文集』第四巻1992年安徽文芸
出版社を参照した。
19)干青「張愛玲伝略」（『張愛玲文集第四巻』 1992年安徽文芸出版社），『天才
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奇女張愛玲』 (2000年復旦大学出版社）など。
20)前掲8)高全之「張愛玲的政治観」（『張愛玲学』）
21)香港の50年代については『香港四十年文学史学習班資料彙編』 (1975年香
港大学学生会編印•非売品），『香港文学史』播亜嗽・注義生編著 (1997年鷺
江出版社）などを参照した。
22)「美元文化」は，慮碑零「香港文学研究的幾個問題」（『香港文学』第48期
1988年 2月 5日香港文学雑誌社）によると，政治評論家の尚方が初めて発し
た言葉である。（慮璃零「香港文学研究的幾個問題」『香港文学』第48期1988
年 2月 5日香港文学雑誌社）
23)尚方「説美元与美援文化」（『香港時報』 1956年 1月12日第7版）
24)前掲21)「“美元文化”現象」（『香港文学史』藩亜嗽・注義生編著1997年鷺
江出版社）
25)人人文学出版社は，許冠三，孫述憲が1952年に創立した。主編は黄思聘，
力匡で1955年に停刊。その他の雑誌として『海瀾』は1955年11月に高原出版
社から創刊。（『香港四十年文学史学習班資料彙編』 1975年香港大学学生会編
印•非売品）
26)「湯勉」と名乗る人物については筆名の可能性もあり不明。
27)前掲7)宋洪「私語張愛玲」
28)宋洪の「紅楼夢新論」は，『今日世界』 1954年 2月 1日第46期-54年 4月
16日第51期まで連載された。
29)前掲15)今日世界叢書之九『秩歌』 p19。
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